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果は１m 線量で 0.15μSv/h 程度であり、県の除染対策目標値を下回った。同年以
降、行政と同じ測定場所を含む数十カ所において筆者らが独自の線量及び土壌測定を
















○ a は水元公園、○ b は柏の葉公園の位置である。群馬県と栃木県北部に放射性 Cs
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1) 1m 線量（地上１m の位置での空間線量率）は時間経過とともに低下し、0.2μSv/
h 以下になっていること。




目）3）には、2015 年度までには行けずにいて、ようやく 2016 年度から 2017 年度にの
べ３回行くことができた。
　千葉県の HP には、柏の葉公園で測定された空間線量率（以後、線量と記述する）




覧できるページがある 4)。しかし、平成 26 年度までの項目が削除されたようで、現
在（平成 29 年度）では経過を知ることができなくなっている。ところが、平成 26
（2015）年度の線量測定値と除染の経過については、千葉県まちづくり公社の HP に
転載されて残っていた。この HP における平成 27 年３月 6 日発表の資料では 5)、平
成 26 年３月まで定期的に測定していた場所などでは 0.06 ～ 0.19μSv/h（１m 線量）








ある。その除染については、平成 27 年３月 10 日から、県の委託業者により汚染土壌
9.2m3 が撤去され、６か所の平均で１m 線量が 0.21μSv/h から 0.16μSv/h に 27%低




形で、平成 25 年度、26 年度受理の研究が残っている。同センターの市川らは、柏の
葉公園内の庭球場人工芝コートに敷かれていた珪砂が汚染されていたので、これを
レノマチック（人工芝再生とゴミ除去の専用機）で抜き取り、汚染のない珪砂を散
布するという除染作業を実施した 7)。この作業の前後で１m 線量が 0.26μSv/h から
0.09 μSv/h に 65%低減したことから、レノマチックによる抜き取りに効果があった
としている。この時点で、庭球場コート内は 0.09μSv/h 程度になったと考えられる
が、庭球場の園路脇の植栽等については、上述のように平成 27 年３月 10 日以降に
0.16μSv/h 程度になったと考えてよい。さらに、市川らは、同公園内の日本庭園内
の歩道周辺の表土を削り取り（10mm 厚さ）、高圧洗浄を組み合わせた除染作業を平
成 24 年 10 ～ 11 月の３日間に行った 8)。文献 8）表１によると、除染前後で１m 線
量（26 地点の平均値）が 0.22μSv/h から 0.17μSv/h に 23%低減したことが読み取れ
る。したがって、平成 24 年 11 月には日本庭園内は 0.17μSv/h 程度になっていたこ
とが推測できる。ちなみに、文献 6）の公的資料では（平成 27 年３月 6 日発表）、日










うな報告がある10)。柏の葉公園の第２駐車場では、2011 年 11 月には１cm 線量（地





こうした経過が、本来は千葉県 HP で平成 23 年度の項目に記載されているはずであ
るが、前述したように項目からリンクするページが削除されたようで現在では見当た
らない。第２駐車場では 2012 年３月以降も除染が繰り返された可能性がある。なぜ
なら、第２駐車場の１m 線量は、文献 6）の公的資料では（平成 27 年３月６日発表）、
脇の通路で 0.11μSv/h（地面はアスファルト）、脇の園地で 0.15μSv/h（同）程度に
まで低下しており、この低下は自然減衰以上のレベルであるからである。













　こうした状況に鑑み、桐山ゼミでは、 2016 年 10 月 11 日、2017 年７月 16 日、８月
26 日の３回にわたり同公園を訪れ、公園全体と２号調整池周辺において、県の調査
場所を含む地点の線量測定を行った。また、その中から 11 か所を選び土壌の採取・



































　図３に調査地点を示す。図中、●印は 2016 年 10 月 11 日、■印は 2017 年７月 16




　測定位置の●印などは上述と同様である。2016 年 10 月 11 日、2017 年７月 16 日の
測定では、同じ場所の少し離れた位置を２種の線量計で測定し、マイクロスポットの
ような状況が生じている可能性も調べた。2017 年８月 26 日は、第２水辺公園と 2016
年の測定で漏れていたコミュニティ体育館そばの遊具付近を測定した。その結果、次
の４つのことが分かった。
　①桜の広場の１カ所（■７）を除き、1m 線量は 0.06 ～ 0.15μSv/h 程度、地表面
線量は 0.07 ～ 0.30μSv/h 程度であった。どちらも、創価大学教職大学院（八王子市
丹木町 1-236）あたりの線量（0.07 ～ 0.08μSv/h 程度）の 1 ～ 4 倍程度の値であった。
　②同じ場所でも少し離れると線量が 2 倍弱違うことがあった。第 2 駐車場（● 2























１m 線 量 ＝ 0.106μSv/h
r0/1 ＝ 1.36
（r0/1 は、最適線から求めた地表面強度倍率：１m 線量に対する地表面線量の比率）
となり、地表面線量は１m 線量より 1.4 倍ほど高いという結果であった。r0/1 の数値
から、土壌の放射能が空間線量の要因になっていることがわかった。
(4)土壌の放射能
　HORIBA PA1000 とその専用容器を用いた簡易測定は、ATOMEX 社製 AT1320A
との比較において 20%ほど過大に出るサンプルがあるものの、簡易な操作ながら妥
当な方法であると判断されている13）。簡易測定で測っているのはγ線成分であるため、
測定値には放射性の Cs とともに 40K などの自然放射能の寄与も含まれている。採取









壌の値（200 ～ 300Bq/kg で、簡易測定では自然放射能か人工放射性セシウムかの判
断が難しい値）の最大で 20 倍程度の値である。
(5)γ線スペクトルの測定
　MCA 装置 クリアパルス A2702 を用いて、採取した土壌中のγ線スペクトルを観
察した。γ線スペクトルを観察すると、土壌などからどの元素から出たγ線が飛んで
きているのかがわかる。一例として、● 13 地点の土壌の測定値を図 7 に示す。結果、











　図 4 及び図 6 のデータから、地表面線量と土壌放射能の関係を調べた。地表面線量
を横軸に、土壌放射能を縦軸にプロットして最適線を入れた結果を図 8 に示す。最適




このような単純な推定ではあるが、地表面線量が 0.2 ～ 0.3μSv/h 程度であれば、土
壌汚染は 1000 ～ 3500Bq/kg 程度と見積もることができる。
(2)遊び場所と道路脇の比較
　図 4 で庭球場・遊び場（● 2、3、10、11、15、▲ 7）と道路脇（● 4、5、12、
13）の１m 線量を独立２群の t 検定で比較した。結果は、それぞれの平均値に５％










　図 4 の数値から、桜の広場あたりの南側（■ 5、6、7、12、13、14）が、バラ園、
ドッグラン、日本庭園がある北側（■ 2、3、4、9、10、11）より線量が高いのでは
ないかと思われ、それぞれの６データを独立 2 群の t 検定で比較した。その結果、そ
れぞれの平均値に有意差は出なかった。１m 線量と地表面線量を、平均値±標準誤
差で表記すると下記のようになった。
















庭球場園路西側 0.20 → 0.17 0.116※　●４　●12
庭球場園路南側 0.20 → 0.145* 0.102※　 ●２　●３
庭球場園路北側 0.24 → 0.16 0.079※　●10　●11
公園センター前 0.20 → 0.17 0.092※　■１　■８
図9　文献6）との比較
（*：２地点の平均値　※：右記２地点の平均値）





















の▲ 1 地点も■７地点程ではないが他の▲地点よりは高かった。▲ 1 地点には、桜の
広場の西側（■ 13 付近）から一端外に出てから入る。そこから貯水池が見える。▲




























　千葉県柏市「柏の葉公園」では、筆者らが調査した範囲では、１m 線量は 0.06 ～
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Radiation Air Dose Rate and Soil Radioactivity 
 in “KASHIWANOHA Park”
—Dose Rate and Soil Survey in 2016 and 2017—
Nobukazu KIRIYAMA
Abstract
Dose measurement of  “Kashiwanoha Park” was done by administrative (Chiba prefecture) 
in 2016 based on information providing from Chiba citizen. The result was about 0.15 μSv/h 
at 1m hight which was lower than the prefecture decontamination level value. In the same 
year, we carried out our own dose and soil measurements at several places including the same 
measuring points as the Chiba prefecture. As a result, the 1m hight was the same level as 
the Chiba prefecture measured value, but in the soil radioactivity of 800 to 4400 Bq/kg was 
observed. In addition, when observing the γ-ray spectrum, characteristic peaks of artificial 
radioactive cesium were observed from all collected soils. Based on these findings, the dose 
has been decreasing, but still now after six and a half years from the Fukushima nuclear power 
plant accident, the artificial radioactivity remained.
Key words: Fukushima nuclear power plant accident, Radioactive contamination, Kanto area
